
 

平成１７年度事業報告 
（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 

 

 社団法人高知県森と緑の会は、森林や緑に関する県民の関心と期待の高まりに応えて、一

般会計による「緑化関連事業」、特別会計による「緑の募金事業」及び高知県から委託を受

けた「木の文化県構想普及啓発事業」について実施した。 

 

第１ 一般会計事業 

 高知県、市町村、森林管理局・署、地区森と緑の会、市町村支部、日本樹木医会高知県支

部、各ボランティア団体など森林や林業などの関係機関・団体と連携・協力して、幅広い県

民の参加により、森づくりやみどりを守り育てるための事業を積極的に展開した。 

 

１ 緑化事業 

（１）緑化推進事業（直接事業） 

    森林の整備や緑化の推進のための活動に対する幅広い県民の理解と協力を得るため、

以下の取組みを積極的に行った。 

   ・普及啓発用の冊子、リーフレットなどの資材の作成を行った。 

   ・新聞、テレビ、ラジオなどのマスメディアなど活用しての広報の充実を図った。 

   ・緑化・育樹運動・緑の募金等の普及用ポスターを配布した。 

 

（２）基盤強化対策事業 

当会の活動紹介パンフレットを作成した。また、バードカービング展や四国の山･自然

文化展を、四国森林管理局や夜須町ヤ・シィパークで他団体と共同して実施した。 

 

（３）支部活動費 

高知県森と緑の会の業務を行う上で、事務費を必要とする６支部に対して、その活動

費を助成した。 

 

２ 緑と水の森林基金事業（森林基金事業） 

（１）緑の環境づくり地域定着化推進事業 

森の音楽会を、情報交流館と甫喜ヶ峰森林公園でそれぞれ２回開催し、音楽やセミナ

ーを通して緑の大切さの理解を深めるとともに緑の募金に協力してもらった。 

 

（２）緑と水のネットワーク推進事業 

県下８ヶ所に昨年誕生した緑と水の会が、それぞれの地域で行政や各種団体や施設等

と連携して、緑化活動や学校などへ出前する森林環境教育などを展開している。この活

動を支援し、さらに質的向上を図るための研修会等も実施した。 



 

（３）都市と山村の交流事業 

森づくりを通した都市と山村の交流を促進するために、その指導者となってもらうボ

ランティアリーダーの養成を森づくり助っ人隊を中心に図るとともに、現地の実技研修

には、上下流域の住民も一緒に参加して森づくり（間伐・植樹）を実施した。 

 

（４）森林環境教育プロジェクト事業 

森林環境教育のためのプログラムテキストを作成した。 

 

（５）緑の少年団の育成事業 

１７年度に高知県で開催された「第１６回緑の少年団全国大会高知大会」に実行委員

会メンバーとして支援を行った。 

（実施日） 

平成１７年７月２７日～２９日 南国市、須崎市外 

 

（６）森林ボランティアリーダーの事業 

森林ボランティア団体に技術・安全面の教育の機会や、団体間の相互学習を図ってい

くことにより、そこからの情報発信でより広域に普及啓発を図ることを目的に、森林ボ

ランティアを対象に安全管理・危機管理を高めるための各種研修・教育を実施した。 

 

３ 月見山こどもの森運営事業 

  平成１５年度より３年間、高知県及び香我美町･夜須町からの委託を受けて管理運営を行

った。月見山こどもの森を活用し、子どもたちの野外活動等を支援する冒険の森として、

保育園、幼稚園、小・中学校との遠足や体験学習や総合的な学習の場として受け入れを行

い、広く一般に利用してもらった。１７年度の総入園者数は２３，０００人を超えた。 

また、月見山こどもの森ハウスを中心に主催イベント「森で遊ぼう」をほぼ毎月(１５回)

行い、地域密着型の施設として、ヤ･シィパークを主に近隣施設と連携した企画・行事「森

と海の学校」を行った。 

１７年度から毎月押花教室も開催され、香我美町の岸本はたち会主催の「めだかの学校」、

夜須町の「やす・あそびの城」や「ヤス･ワンパク村」など、地元で活動している団体主催

の子ども達の遊び場としての活動の場所に利用された。 

ホームページの随時更新や、２ヶ月に１回「ほのぼの通信」を発行して広報に努め、帰

ってからも話題として思い出していただけるように遠足などで訪れた学校や団体に「ほの

ぼの日記」を送付した。県外からの遠足利用もあり自然体験の場として定着してきている。 

 

４ 野鳥とのふれあい事業 

  南国市十市での十市小とのテグス回収作業や野鳥週間用ポスターの原画募集及び野鳥教

室などをボランティアの協力を得ながら行った。 

 



 

５ ウェディングフォレスト運営事業 

植樹地であるいの町等、関係機関と連携し、参加者とともに記念樹の植樹と記念標柱を

建てる等の交流事業を行った。 

実施日：４月３日、１１月１３日  参加者：のべ８１組 

 

６ その他の事業（一般管理費分） 

（１）（社）国土緑化推進機構総会への出席 

（２）全国緑化推進員会連絡協議会関係 

  ア 全国緑化推進委員会連絡協議会全体会及びブロック別会議への出席 

  イ 全国緑化推進委員会連絡協議会総会 

（３）緑の少年団連盟総会への出席 

（４）第５４回中国・四国地区緑化推進委員会連絡協議会総会の出席 

（５）表彰関係（中国・四国緑化功労者） 

  当会から中国・四国地区緑化推進委員会連絡協議会総会へ推薦した１個人ににつき、同

総会の席上、緑化功労者として表彰を受けるとともに、記念品の贈呈が行われた。 

（６）正会員・賛助会員の拡大に向けた取り組み 

広報誌（季刊）を発行し、会員への送付及び、各市町村へ自治会等での回覧用として送

付し、当会の取り組みに関する広報をより幅広い形で継続するとともに、新規会員の増加

に向け、訪問活動を行い拡大に努めた。 

 



 

第２ 緑の募金特別会計 

１ 緑の募金活動推進事業 

（１）緑の募金活動 

 ア 春の街頭募金 

春の｢第３３回みどりの週間｣行事の中で、ミス高知、緑の協力員及び、緑の募金公募

事業の実施団体などのボランティアグループの協力により街頭募金を実施するとともに、

募金テントを設置して緑の募金のＰＲと協力要請をした。 

    日 程：平成１７年４月１６～１８日（１７日に街頭募金を実施） 

    場 所：高知市中央公園及び周辺 

        募金額：約１２２千円 

 イ イベント・行事における募金活動 

   ｢県民みどりのつどい（４月２９日）｣や各種イベントで木工教室等を開催した際や、

親子参加行事で森林の働きなどを学習した際などに、森林の持つ働き・森林の恵みなど

を伝えるとともに、緑の募金箱を設置し、参加者に募金に対する協力を要請した。 

 ウ 秋の街頭募金 

   ｢２００５木と緑のフェアと都市緑化祭｣などのイベントにおいても、春と同様に緑の

募金の周知を図るとともに街頭募金活動を行った。 

    日 程：平成１７年１０月８日～１０日（８日に街頭募金を実施） 

    場 所：高知市中央公園及び周辺 

    募金額：約２０３千円 

 

（２）広報・ＰＲ活動 

 ア 平成１７年度の募金実績の広報 

家庭募金の増加に向けた取り組みの中で、各家庭に配布するために平成１７年度の緑

の募金についての収支内訳や使途を記載したチラシを作成した。 

 イ 募金事業の広告 

（ア）平成１７年度の交付金事業の公募について、当会ＨＰにより募集した。 

（イ）緑の募金活動のＰＲ 

春秋の緑の募金のＰＲを高知消費者新聞や暮らしの情報誌、緑の募金に関する広告

を高知新聞に掲出した。 

 ウ 広報誌の発行 

 広報誌「緑の募金２００５夏号」「秋号」「新年号」の３回発行し、緑の募金の広

報に努めた。特色のある公募事業実施内容や、直営事業などを掲載した。 

 エ ホームページの活用 

 １７年度は、ホームページ専属で１ヶ月に２～３回程度臨時を雇い、森と緑の会、

緑の募金、情報交流館、イベント等の情報を随時更新して公開した。 

 



 

（３）表彰状及び感謝状の贈呈 

平成１７年度通常総会において、募金活動に貢献があった者や多額の募金のあった者

に対し、（社）国土緑化推進機構理事長、高知県知事又は理事長の感謝状を団体１０社、

個人１名にそれぞれ贈呈した。 

 

（４）募金協賛企業等の拡大に向けた取組み 

ア １７年度は、市町村の自治会・町内会での回覧をお願いするなどにより、会の活動内

容や募金のシステムなどを、地域住民や企業に、より深く理解していただくように務め

るとともに募金への協力依頼を行い、店舗への募金箱設置等拡大に努めた。 

また、レジ袋を削減してセーブされた経費を、緑の募金に協力してもらう、「レジ袋

削減運動」への協力を、昨年度に引き続き協賛店の拡大に務めた。 

イ 昨年度に引き続き、ダイドードリンコでは、自動販売機の売り上げの一部を緑の募金

に協力してもらう取り組みを関係機関の協力を得て進めているほか、ＮＣＢ緑の募金カ

ードは、会員へのダイレクトメールに緑の募金広報誌や緑の募金の情報掲載などに協力

いただいた。 

      緑の募金箱設置店舗等（平成１８年３月３１日現在） 

    ・量販店 １２社 

    ・コンビニエンスストア、ホームセンター等 ５社 

    ・金融機関等 ５社 

 

２ 緑の募金実績 

１７年度募金合計 １７，９４５，３０７円（対前年度比 99.3％） 

       家庭募金  ５，５９０，７４２円（対前年度比 84.9％） 

       街頭募金    ９１３，５８５円（対前年度比 173.3％） 

       職場募金  ２，５３１，３５０円（対前年度比 129.0％） 

       企業募金  ７，９９４，７７８円（対前年度比 105.8％） 

       学校募金     ８０，２１２円（対前年度比 76.5％） 

       そ の 他    ８３４，６４０円（対前年度比 62.9％） 

※緑の募金法制定１０周年の節目の中、昨年度の募金額を下回った。家庭募金と学

校募金の減少が大きく響いている。 

 

３ 緑の募金交付金事業 

  県内の法人、ボランティアグループ、団体等が行う森林の整備や緑化の推進に関する事

業に対して、緑の募金を原資として助成を行った。 

   ・森林の整備事業  １２団体１２件 合計１，６０８千円 

  ・緑化の推進事業  ２５団体２６件 合計３，５９６千円 

   ・緑の国際協力事業  １団体 １件 合計  ３７５千円 

  

内 

訳 



 

４ 直営事業 

（１）ふれあいの森づくり事業（継続） 

国有林と森林ボランティアが協力して、物部川ふれあいの森で実施した。 

○１７年度実績 

４５千円 

 

（２）県民みどりのつどい開催事業 

   ○趣旨 

      「みどりの日」の記念行事として、本年は「森と水」をテーマに、広く県民の参加に

より、植樹や緑に関係する行事を行うことにより、樹木や森林などの緑が果たしている

環境保全、水源涵養、大気浄化などの公益的な機能について考える機会を、毎年実施場

所を県内一円から選定したうえ、下記により設けており、県民自らが県土の緑づくりに

参加していくという意識の高揚と促進に取り組んだ。 

○日時 

   平成１７年４月２９日（みどりの日） 

○場所 

   高知市鏡吉原 吉原公民館周辺（河川公園） 

○主催 

   県民みどりのつどい実行委員会 

    高知県森と緑の会、四国森林管理局、高知県、高知市で構成 

○内容 

      午前：記念植樹および、河川公園周辺一般植樹（１００本） 

モミジ、ネムノキ、ヤマザクラ（サクラは高知トヨペットから高知県への贈呈） 

   午後：植樹体験、間伐体験、竹炭体験、コンニャクづくり体験など５コースに分かれ、 

川上の地域と川下の人々との交流 

○１７年度実績 

１，０１２千円（実行委員会への負担金） 

 

（３）地域里山林整備支援事業 

○趣旨 

    県内各地に残る里山の保全と、地域社会を挙げて自発的な里山林の整備を行いたいと

いう要望に応えるため、高知県森と緑の会及び県内の森林ボランティアグループが連携

しながら、地域のボランティア団体や住民からの要請に応じて里山林の整備を支援した。 

○事業内容 

   ・里山林の整備として、地元鏡吉原山吹会と森と緑の会ボランティアで協力して、高

知市鏡吉原の市民の森にて、地ごしらえをおこなった。 

  ○実施場所 

   ・市民の森記念植樹地（高知市鏡吉原） 



 

○１７年度実績 

６３千円 

 

（４）レジ袋を削減して森づくり事業 

  ○趣旨 

   レジ袋を削減して森づくりをしよう、と平成１４年度に「レジ袋削減推進会議」を立

ち上げ、現在は１２の量販店でレジ袋削減の取り組みを進めている。引き続き一般市民

や様々な業種に協力の輪が広がっているが、今後は、協定を結んでいない量販店への働

きかけとともに、一般参加の森林づくり事業を実施していくことで、一般市民が森林環

境に目を向けるための身近な取り組みを継続していく。 

  ○事業内容 

   平成１７年４月１０日に第４回植樹ツアーを高知市鏡、城ノ平運動公園周辺の山林に、

サクラの仲間やネムノキ、カエデ類など３５０本を植林した。８月７日に第３回下刈りバ

スツアーを第４回植樹場所で実施した。 

  ○１７年度実績 

９００千円 

 

（５）学校募金促進普及啓発事業 

○事業内容 

緑の募金号（トンカチ号）を活用した木工教室や森林環境教育に取り組んだ。 

○１７年度実績 

２１千円 

 

（６）木のおもちゃにふれあう事業（新規） 

県下の保育所や幼稚園等に公募し、木のおもちゃを出前で３ヶ月間貸し出しすること

で木のおもちゃを使った情操教育や、五感の発達を促すことを目的としている。  

貸出しには緑の募金への協力をお願いすることを条件に公募した結果、４４園の申し

込みがあり、抽選の結果、７月１日から２セットで貸出しを開始した。第１期は２園だ

ったが、緑の募金の少ない地域に貸し出すため、１セット追加し第２期は３園に貸し出

した。 

また、貸出し期間に木工教室などを３ヶ所の保育園で開催し、木のおもちゃが子ども

達に与える影響を、父母の目で確認することで、木のおもちゃに対する、市場のニーズ

の高まりにも期待した。 

募金への協力も期待以上の結果が得られた。募金額（８園合計）：７４千円。 

○１７年度実績 

７５５千円 

 

 



 

（７）緑の少年団全国大会（平成１７年度限り） 

平成１７年７月２７日から２９日の３日間、「第１６回緑の少年団全国大会高知大会」

を開催した。全国の緑の少年団が高知に集まり体験活動や交流活動を行った。四万十川の源

流域を中心に、山・川・海のつながりをテーマに体験学習などを行い、自然の大切さや森・

水のめぐみを学んだ。 

大会実行委員会の構成メンバーとして、式典の運営や体験活動等を行った。予算につ

いては、大会実行委員会への負担金として拠出した。 

○１日目（７月２７日）開会式 

南国市スポーツセンターで、式典では、優秀な活動を行っている緑の少年団を表彰する「み

どりの奨励賞」に、窪川町立米奥小学校「米奥緑の少年団」が選ばれた。大会テーマ『残そ

うよ 緑のたから 未来まで』を応募した土佐山田町立片地小学校６年原涼太君が大会テー

マ最優秀者として表彰された。また、式典最後には、高知市立鴨田小学校５年生によるオペ

レッタ「みんなの工石山いつまでも」が行われ、大会に花を添えた。 

○２日目（７月２８日） 

四万十川源流域の４町村（津野町、大野見村、中土佐町、窪川町）で８班に分かれ、高知

の自然を舞台に交流活動や体験活動を行った。 

○３日目（７月２９日）閉会式 

須崎市立市民文化会館で、各班での交流活動などの体験発表会と閉会式を行った。 

○１７年度実績 

８１２千円 

 

５ 地区森と緑の会・森と緑の会市町村支部実施事業 

  地区森と緑の会や市町村支部が行う事業を公募事業に準ずる事業として位置付けており、

平成１７年度は２地区の森と緑の会及び８市町村支部からの申請について事業認定を行い、

緑化推進を目的とするこれらの事業（２０万円上限）に助成した。 

   ・地区森と緑の会    ２地区２件 合計  ２５３千円 

   ・森と緑の会市町村支部 ７支部７件 合計１，１１３千円 

 

 



 

第３ 木の文化県構想普及啓発特別会計事業 

  高知県が平成７年３月に策定した「木の文化県構想」の推進を図ることを目的として、構想

を県民に広く普及浸透させるため、以下の事業を高知県から委託を受けて実施した。 

 なお、各事業は高知県の条例、規則ほか関係規程及び高知県との委託契約の趣旨に沿った

形で行った。 

 

１ 情報交流館管理運営事業 

高知県森林総合センター情報交流館の管理を行うとともに、情報交流館の主要業務であ

る森林・林業に関する情報発信機能を効果的に発揮するため、以下のとおり木の文化県構

想の普及啓発に関する事業を実施した。 

 

（１）情報交流館利用促進事業－森と緑の情報発信基地の活用－ 

ア 森林ボランティア情報発信・ネットワーク交流事業 

情報交流館を拠点として、森林総合センター里山林の整備活動をはじめ、県内各地で

行われる森や緑に関する行事・活動や森林ボランティアに関する情報の収集、提供を行

うとともに、関係ボランティア団体・グループが行う情報発信や、相互交流に関する活

動を支援した。 

イ 情報交流館運営事業 

情報交流館を訪れる子供達や一般県民に対して、体験学習に関する支援を行うととも

に、「森林の機能や働き、大切さ」等をＰＲするため、さまざまなソフト・ハードの供

給体制を整備した。 

（主な事業等） 

（ア）里山自然体験教室の開催 

   県内都市部の親子を対象に、現代社会のなかで消えつつある”先人の生活の知恵＝里

山での森遊び野遊び”を『情報交流館知恵袋の会』のお年寄りの指導のもと、田植えを

行い、お米を収穫したり、その残りのワラでのワラジ作りなどや、里山で従来より行わ

れてきた昔遊び等を体験することで、日常では体験できなくなった「伝統的な日本の生

活」を伝承していくことを目的として実施されている。本年度第４期は平成１７年４月

～１２月までの毎月開催し、８０名近い登録者が森林総合センター里山、炭焼き小屋、

情報交流館などをフィールドに、１年を通して様々な体験をすることができた。 

（イ）高知子ども森林インストラクター養成講座の開催 

   「 高知子ども森林インストラクター運営委員会」とともに、子ども達が森林について

の正しい知識を持ち、学校及び地域での森林等の野外活動においてリーダー的な存在と

して活動する全国で初めての”子供森林インストラクター”の養成を毎月１回の割合で

実施した。 

（ウ）森の音楽会 

    森の音楽会運営委員会とともに情報交流館において、県下の演奏家を招き、クラシッ



 

ク曲やフォークソングはもとより様々な音楽演奏を行った。また専門の講師を招き森と

緑に関連するセミナーを開いた。（計２回） 

（エ）第６回きのこ祭り 

情報交流館内において、「森ときのこを愛する会」とともに、きのこをテーマに１０

月２２日～２３日の２日間にわたって、野生きのこ観察会や、専門家を招き野生きのこ

の観察会、試食会、見分け方教室・きのこ写真展などを開催した。 

 

情報交流館の利用促進実績 
月 日 曜日 行    事 内    容 対象 場 所 人数 

4 17 日 
第１回 里山自然体験教
室               

里山で遊ぼう 
タケノコ掘りに挑戦してみよ
う、ﾉｺｷﾞﾘ体験、炭焼き体験 

親子 
館内、里
山林 

82 

4 24 日 高知マンドリン土曜日会 
里山体験、マンドリン演奏
会練習 

高知マンドリン土
曜日会 

館内 
15 

4 24 日 
木工クラフト倶楽部 製
作研修会（木工） 

火熾し道具作りと指導方法 
木工クラフト倶楽
部会員、一般 

木工室 
13 

5 22 日 
木工クラフト倶楽部 製
作研修会（木工） 

幼児の遊具（乗り物）作り 
１回目 

木工クラフト倶楽
部会員、一般 

木工室 
13 

5 29 日 
第２回 里山自然体験教
室               

里山で遊ぼう 
田植え・いも植え体験、バ
ーベキュー、釣り大会 

親子 
館内、里
山林 

70 

6 11 土 
子ども森林インストラクタ
ー養成講座 第2回講座 

植物観察、子ども樹木博
士認定 

小学生、大学生
（スタッフ） 

館内、里
山林 

35 

6 12 日 
木工クラフト倶楽部 製
作研修会（木工） 

幼児の遊具（乗り物）作り 
２回目 

木工クラフト倶楽
部会員、一般 

木工室 
13 

6 18 土 
高知大学農学部森林科
学科研修 

林学概論実習（森林の話、
森林インストラクターを目指
す方へ） 

高知大学１回生 館内 
65 

6 26 日 
第３回 里山自然体験教
室               

里山で遊ぼう 
田・畑の手入れ、粉引き、シバ
餅、ヤマモモ＆種飛ばし大会 

親子 
館内、里
山林 

57 

7 9 土 
子ども森林インストラクタ
ー養成講座 第3回講座 

オリエンテーリング 森のト
リビアⅠ 

小学生、大学生
（スタッフ） 

館内、里
山林 

20 

7 21 木 
植物標本・昆虫標本作り
講習会 

植物標本・昆虫標本作り講
習会 

香美郡教育研究
会 教員 

館内 
5 

7 23 土 夏休み子ども理科教室 植物標本・昆虫標本作り 香美郡小学生 館内 200 
7 31 日 夏休み親子木工教室 木工、クラフト、竹細工 親子、一般 館内 40 

8 7 日 
木工クラフト倶楽部 製
作研修会（クラフト） 

小枝のクラフト 
木工クラフト倶楽
部会員、一般 

木工室 
10 

8 14 日 
子ども森林インストラクタ
ー養成講座 番外編  

草木染め 
小学生、大学生
（スタッフ） 

木工室 
18 

8 20 土 
子ども森林インストラクタ
ー養成講座 第5回講座 

間伐材で木工 
小学生、大学生
（スタッフ） 

木工室 
23 

8 21 日 
第４回 里山自然体験教
室               

田んぼで運動会、竹トン
ボ、水鉄砲等、竹の箸、流
しそうめん 

親子 
館内、里
山林 

60 

8 27 土 
三井ホーム倶楽部木工
教室 

キットを使った木工製作 親子 木工室 
41 

8 28 日 
木工クラフト倶楽部 製
作研修会（木工） 

刃物の研ぎ方実習 
木工クラフト倶楽
部会員、一般 

館内 
20 

9 
3～
4 
土
日 
フジエコクラブ研修会 

竹細工、火のおこし方、ヒノ
キの鳴子製作 

フジエコクラブ
（小学生） 

館内 
36 



 

9 4 日 
森ときのこを愛する会定
例会 

定点観察、分類研修会 会員、一般 
館内、里
山林 

18 

9 14 水 
高知マーケティングセミ
ナー 

森の話、森林体験活動、
火熾し体験 

セミナー参加者 
館内、里
山林 

31 

9 18 日 
木工クラフト倶楽部 製
作研修会（竹） 

ｽｰﾊﾟｰ竹とんぼ 
木工クラフト倶楽
部会員、一般 

館内、里
山林 

15 

9 23 金 
舟入川ウォーキング＆い
かだ下り 

舟入川ウォーキング大会と
＆子ども達の間伐材による
いかだ下り 

親子 館内 
270 

9 29 木 
南国西部児童館指導員
研修 

クラフト、ネイチャーゲー
ム、里山体験 

児童館指導員 館内 
11 

10 2 日 第 28 回 森の音楽会 エルスール 一般 館内 58 

10 12 水 高知市役務員部会研修  こどもの使うおもちゃ箱作り 
高知市役務員部
会 

木工室 
10 

10 16 日 
第５回 里山自然体験教
室               

野菜収穫、農作業、焼きイ
モ 

親子 
館内、里
山林 

60 

10 
22 
23 
土
日 
第 5 回きのこ祭り 

野生きのこ観察、分類研修
会、夜なべ談義 

一般 館内 
250 

10 30 日 
木工クラフト倶楽部 製
作研修会（竹） 

竹の人形 
木工クラフト倶楽
部会員、一般 

木工室 
13 

11 4 金 ランチボックス作り 
竹を使ったランチボックス、
水筒の製作考案研修会、
竹の生態学習会 

工科大生と東京
の大学生 

館内 
23 

11 6 日 
第６回 里山自然体験教
室               

わらじ作り、宝探し 親子 
館内、里
山林 

56 

11 12 土 
子ども森林インストラクタ
ー養成講座 第8回講座 

森のめぐみ 
小学生、大学生
（スタッフ） 

館内、里
山林 

25 

11 18 金 岡豊高校 2年 40 名 間伐体験 高校生４０名 館内 45 

11 20 日 
木工クラフト倶楽部 製
作研修会（クラフト） 

クリスマスリース、ツリー 
木工クラフト倶楽
部会員、一般 

木工室 
10 

12 10 土 
子ども森林インストラクタ
ー養成講座 第9回講座 

クリスマスリース 
小学生、大学生
（スタッフ） 

館内 
25 

12 10 土 
吉川村レディースクラブ
研修会 

花炭、クリスマスリース 
吉川村レディー
スクラブ会員 

館内 
12 

12 18 日 
木工クラフト倶楽部 製
作研修会（クラフト） 

門松 
木工クラフト倶楽
部会員、一般 

木工室 
15 

12 18 日 
第７回 里山自然体験教
室               

収穫、もち＆イモ焼、たこ 親子 
館内、里
山林 

43 

1 14 土 
子ども森林インストラクタ
ー養成講座第 10 回講座 

オリエンテーリング 森のト
リビアⅡ 

小学生、大学生
（スタッフ） 

館内、里
山林 

15 

1 15 日 
子ども森林インストラクタ
ー養成講座 番外編 

たこ作り 
小学生、大学生
（スタッフ） 

館内、里
山林 

13 

2 5 日 
木工クラフト倶楽部 製
作研修会（クラフト） 

竹の水上飛行機 
木工クラフト倶楽
部会員、一般 

木工室 
10 

2 5 日 第 29 回森の音楽会  楽団ガッキズカン 一般 館内 48 

2 11 土 
子ども森林インストラクタ
ー養成講座第 11 回講座 

里山おたから地図 
小学生、大学生
（スタッフ） 

館内、里
山林 

25 

2 23 木 
高知市役所こども福祉課 
保育士会    

こどもと安全に作れるクラフ
ト 

高知市内保育士 木工室 
12 

3 11 土 
子ども森林インストラクタ
ー養成講座第 12 回講座 

里山おたから地図、研究
発表会、修了式 

小学生、大学生
（スタッフ） 

館内、里
山林 

16 

3 12 日 
木工クラフト倶楽部 製
作研修会（クラフト） 

糸鋸鯉のぼり 
木工クラフト倶楽
部会員、一般 

木工室 
12 

合    計 47 件 1,977 
 



 

ネットワーク交流事業 
月 日 曜日 行    事 内    容 対象 場 所 人数 

8 7 日 
第２３回全国竹とんぼ競
技大会 

全国の竹とんぼ同好会
の交流会と競技大会 

全国竹とんぼ同
好会代表、一般 

愛知県豊田
市 

１ 

8 25 金 
第１４回森林文化教育フ
ォーラム 
高知県梼原大会 

森林文化に関するフォー
ラム 

四国内森林保
全ボランティア、
県、一般 

梼原町 ゆす
はら座 

12 

9 
3～
4 

土
～
日 
Ｔ－ＴＡＴ研修会 

森林環境教育の取り組
みの討論会、体験活動
（ヒノキの鳴子製作） 

徳島、京都、高
知、兵庫森林環
境教育指導者 

情報交流
館、他 

4 

10 
15
～
16 

土
～
日 
四国山の日 

四国内の森林保全ボラン
ティア及び同好会等の交
流、シンポジウム 

四国内森林保
全ボランティア、
県、一般 

徳島県神山
町 

10 

11 13 日 
平成１７年度 四国山の
日イベント 
四国山の日２００５シンポ 

四国内の森林保全ボラン
ティア及び同好会等の交
流、シンポジウム 

四国内森林保
全ボランティア、
県、一般 

土佐町、本
山町 

5 

11 
18
～
20 

金
～
日 

中四国森林ボランティア
研修講座「企画」 

中四国の森林保全ボラン
ティア団体の企画研修 

中四国森林ボラ
ンティア団体代
表 

香川県 
4 

8 22 月 香美郡理科教室 
香美郡下の教員に対す
る研修及び交流 

香美郡下教員、
情報交流館ネッ
トワーク 

情報交流館 
25 

合  計 7件 61 

 

２ 山の学習総合支援事業（森林環境税を活用した事業） 

（１）山の一日先生派遣事業 

   情報交流館ネットワーク加入団体、地域の緑と水の会などと協力・連携しながら、小

学校等に出向いたり、外部講師を派遣する「山の一日先生」の派遣し、森林学習や森林

体験活動をおこなう体験型森林学習を実施した。将来を担う子どもたちに、森林や林業

に関する知識を深める学習の支援を実施した。 

   また、情報交流館や甫喜ヶ峰森林公園においても小学校等からの要望に応じて事業を

実施した。 

    内容は、森林学習として森林の働きや森林のおくりもの、現在一番重要な課題となっ

ている地球環境と森林に関する講話、植物や昆虫、野生きのこなどの自然観察、ネイチ

ャーゲームや木工・クラフト、炭焼き、きのこ栽培などの体験活動、間伐、などの森づ

くり等多岐にわたっている。 

 

山の一日先生派遣事業実績 
実施日 場所 内容 参加対象／人数 

4 28 木 久次公園 森林学習,体験活動 香長小 全校 72 
4 28 木 情報交流館周辺 森林学習,体験活動 高知大附小 4 年 128 
4 28 木 情報交流館周辺 体験活動,自然観察 佐岡小 全校 26 
5 18 水 情報交流館周辺 体験活動 佐古小 3 年 PTA 36 
5 19 木 学校及び周辺 自然観察 夜須小 3 年 40 
5 27 金 学校及び周辺 体験活動 香長小 3、4 年 29 
5 28 土 情報交流館周辺 体験活動 大湊小 3 年 PTA 15 



 

5 28 土 甫喜ヶ峰森林公園 自然観察 大篠小 障害児 全校 32 
6 3 金 甫喜ヶ峰森林公園 森林学習 香長小 5 年 13 
6 5 日 学校及び周辺 体験活動 国分小４年ＰＴＡ 4 年 12 
6 5 日 甫喜ヶ峰森林公園 体験活動,自然観察 日本自閉症協会 小学生 43 
6 9 木 学校及び周辺 森林学習,自然観察 香長小、エコくらぶ 3～5 年 20 
6 10 金 学校及び周辺 体験活動 楠目小 4 年 24 
6 10 金 学校及び周辺 体験活動 北原小谷地分校 1～3 年 2 
6 17 金 野市中学校 体験活動 香美郡特教支研 小～中 15 
6 19 日 情報交流館周辺 体験活動 青少育県民会議 小学生 37 
6 21 火 学校及び周辺 自然観察 旭東小 1 年 68 
6 25 土 情報交流館周辺 体験活動 片地小 4 年 28 
6 28 火 学校及び周辺 体験活動 香我美小 2 年 54 
7 8 金 甫喜ヶ峰森林公園 体験活動 すずめ共同作業所   25 
7 8 金 水道山 自然観察 旭東小 3 年 62 
7 15 金 情報交流館周辺 体験活動 土佐山田幼稚園、

第２幼稚園 

年長 77 

7 23 土 情報交流館周辺 体験活動,自然観察 朝倉小宗安寺 PTA 全学年 42 
7 24 日 甫喜ヶ峰森林公園 体験活動 介良小学校 PTA 全校 118 
7 31 日 学校及び周辺 体験活動 岡豊小学校 全校 41 
8 3 水 情報交流館周辺 体験活動 土佐山田公民館 小学生 23 
8 3 水 情報交流館周辺 体験活動 野市東小児童クラブ 1～4 年 28 
8 7 日 情報交流館周辺 体験活動 片地小 3 年 13 
8 9 火 情報交流館周辺 森林学習,体験活動 佐古小 児童クラブ 27 
8 10 水 学校及び周辺 自然観察 香長小、エコくらぶ 3～5 年 20 
8 21 日 うすばえ桜公園 体験活動 さくらｸﾗﾌﾞ 小中学生 100 
8 24 水 情報交流館周辺 体験活動 野市小児童クラブ 児童クラブ 57 
9 20 火 学校及び周辺 体験活動 久礼田小 6 年 41 
9 23 金 甫喜ヶ峰森林公園 体験活動 香北青少年の家 小 3～6 年 30 
9 30 金 情報交流館周辺 体験活動 山田養護学校 中学部 14 
9 30 金 甫喜ヶ峰森林公園 森林学習,体験活動 横浜新町小 5 年 104 
10 4 火 学校及び周辺 自然観察 旭東小 2 年 65 
10 6 木 情報交流館周辺 森林学習,体験活動 昭和小 5 年 83 
10 6 木 甫喜ヶ峰森林公園 森林学習,体験活動 朝倉第二小 5 年 133 
10 6 木 学校及び周辺 自然観察 中央小 1,2 年 9 
10 7 金 学校及び周辺 体験活動 楠目小 5 年 27 
10 7 金 情報交流館周辺 森林学習,自然観察 十津小学校 5 年 68 
10 7 金 学校及び周辺 体験活動 中央小 3,4 年 18 
10 13 木 甫喜ヶ峰森林公園 森林学習、体験活動 旭東小 4 年 73 
10 14 金 情報交流館周辺 森林学習,体験活動 介良潮見台小 3 年 112 
10 14 金 学校及び周辺 自然観察 旭東小 3 年 62 
10 14 金 学校及び周辺 森林学習,自然観察  仁井田小 4～6 年 12 
10 14 金 甫喜ヶ峰森林公園 体験活動,自然観察 十市小学校 6 年 90 
10 19 水 情報交流館周辺 森林学習,体験活動  野市小 5 年 94 
10 20 木 学校及び周辺 体験活動 楠目小 2 年 27 
10 20 木 学校及び周辺 体験活動 楠目小 1 年 27 
10 20 木 学校及び周辺 森林学習,体験活動 中央小 5,6 年 9 
10 21 金 情報交流館周辺 森林学習,体験活動 三和小 5 年 20 
10 21 金 情報交流館周辺 森林学習,野外活動 大篠小 4 年 118 



 

10 21 金 甫喜ヶ峰森林公園 体験活動,自然観察 行川小 全校 26 
10 21 金 甫喜ヶ峰森林公園 体験活動 五台山小 5～6 年 49 
10 22 土 情報交流館周辺 体験活動 日本基督教団 小学生 46 
10 25 火 情報交流館周辺 体験活動 国府保育所 年長 14 
10 25 火 学校及び周辺 森林学習,森づくり 利岡小学校 5 年 11 
10 26 水 情報交流館周辺 体験活動 みさと幼稚園 年長 23 
10 27 木 甫喜ヶ峰森林公園 体験活動 介良小学校 4 年 78 
10 27 木 甫喜ヶ峰森林公園 森林学習,体験活動 安田小 3.4 年 49 
10 28 金 甫喜ヶ峰森林公園 森林学習,森づくり 小高坂小 5 年、PTA 79 
10 28 金 甫喜ヶ峰森林公園 体験活動 横浜小 1 年 68 
10 30 日 十和村小野 自然観察 小高坂青少協 小学生 50 
11 2 水 情報交流館周辺 体験活動 みさと幼稚園 年長 25 
11 2 水 情報交流館周辺 自然観察 楠目小 4 年 24 
11 8 火 甫喜ヶ峰森林公園 体験活動,自然観察 大豊小 全校 50 
11 9 水 甫喜ヶ峰森林公園 体験活動 香長小 1、2 年 20 
11 10 金 甫喜ヶ峰森林公園 森林学習,体験活動 楠目小 3 年 33 
11 11 金 情報交流館周辺 森林学習,体験活動  神田小 5 年 128 
11 11 金 甫喜ヶ峰森林公園 森林学習,体験活動 初月小 4 年 171 
11 11 金 月見山こどもの森 森林学習 馬路小 5,6 年 26 
11 13 日 学校及び周辺 体験活動 大宮小 1 年 34 
11 15 火 学校 体験活動   野市小 5 年 93 
11 17 木 情報交流館周辺 森林学習,体験活動 芸西小 5 年 39 
11 17 木 学校及び周辺 自然観察 岸本小 3 年 8 
11 18 金 情報交流館周辺 森林学習 旭小 5 年 81 
11 18 金 運動場、体育館 自然観察,体験活動 東中筋小 1～3 年 49 
11 18 金 4 年教室 森林学習,体験活動 東中筋小 4 年 16 
11 22 火 情報交流館周辺 体験活動 西小 3 年 44 
11 23 水 横内小学校校庭 体験活動 横内緑の少年隊 全学年 14 
11 26 土 情報交流館周辺 体験活動 吉川小 1,3,6 年 14 
11 27 日 情報交流館周辺 体験活動 山田小 2 年 59 
11 29 火 甫喜ヶ峰森林公園 森林学習 香長小 3 年 14 
12 1 木 運動場、体育館 体験活動 東中筋小 6 年 14 
12 1 木 学校近くの里山 森林学習  東中筋小 5 年 23 
12 10 土 運動場、大平山 体験活動 三里小 希望者 41 
12 13 火 学校及び周辺 自然観察 香長小、エコくらぶ 3～5 年 10 
12 13 火 学校、体育館 体験活動 潮江南小ＰＴＡ 2 年＋親子 121 
12 15 木 情報交流館周辺 体験活動 赤岡町立保育所 ４才児 16 
12 16 金 情報交流館周辺 体験活動 赤岡町立保育所 ５才児 16 
12 21 水 情報交流館周辺 体験活動 あけぼの保育所 5 才児 38 
1 12 木 学校林 森づくり 片地小 5 年 24 
1 18 水 情報交流館周辺 森林学習,体験活動 一橋小 5 年 58 
1 20 金 学校及び周辺 体験活動 芸西小 1,2 年 64 
1 24 火 学校及び周辺 体験活動 片地小 6 年 25 
1 27 金 学校及び周辺 森林学習,体験活動 幡陽小 3 年 7 
2 2 日 学校校庭 森林学習,自然観察 咸陽小 4 年 46 
2 3 金 甫喜ヶ峰森林公園 森づくり 楠目小 5 年 27 
2 14 火 学校及び周辺 体験活動 楠目小 6 年 40 
2 21 火 情報交流館周辺 体験活動 中野保育園 年長 46 



 

2 22 水 情報交流館周辺 体験活動 香美郡特教支研 小１～中３ 40 
2 24 金 情報交流館周辺 体験活動 ちよりほいくえん 年長 28 
2 28 火 情報交流館周辺 体験活動 大栃小 2 年 7 
3 3 金 情報交流館周辺 体験活動,自然観察 野市小 6 年 94 
3 5 日 学校及び周辺 体験活動 岸本小 6 年 8 
3 7 火 情報交流館周辺 体験活動 片地小 6 年 25 
3 10 金 学校及び周辺 自然観察 旭東小 3 年 62 
3 11 土 甫喜ヶ峰森林公園 体験活動 土佐山田幼稚園 年中、父兄 34 
3 16 木 情報交流館 体験活動 神田保育園 年長、父兄 28 

合     計 111 件 4,940 

     

このように多数の実績があがっているもとには、学校関係を中心に平成１４年４月か

ら始まった「総合的な学習の時間」において森林環境学習のニーズが高まっていること

を物語っている。 

 

（２）森林ボランティアリーダー養成事業  

   次代を担う県内の子どもたちが、県土面積の８４％をしめる「私たちが暮らす郷土の

森林の仕組みとその重要性」を理解できるようなインタープリターとしての人材育成、

総合学習や生涯学習審議会答申に言う「森林保全の苦労や森林文化が学べる機会を提供

するに沿って、教育分野での各種ニーズに応えられるインストラクターとしての以下の

ア～ウの各コースの養成講座を開催し「森林ボランティア」の育成を図った。 

 

ア 森づくりコース                         

林業及び教育関係者等既にある程度森林学習に関する知識や経験を有する者を対象と

して、地域の里山林・学習林整備のためのノウハウの伝授と実地研修を行い、森づくり

のボランティア指導者育成を図った。 

 

森づくり指導者養成コース    
年月日 場   所 内   容 講  師 人数 

伐木作業に関する知識 ５月２２日（日） 甫喜ヶ峰森林公園 
伐木方法 

手島寿幸、濱氏擴、山田
利幸、山岡国男 

12 

伐木作業関する知識 
チェーンソーに関する知識 

６月２６日（日） 甫喜ヶ峰森林公園 

伐木方法 

手島寿幸、濱氏擴、山田
利幸、山岡国男 

12 

チェーンソーに関する知識 ７月２４日（日） 甫喜ヶ峰森林公園 
チェーンソーの操作 

手島寿幸、濱氏擴、山田
利幸、山岡国男 

12 

刃物の研ぎ方 土佐打ち刃物伝統工芸師 ８月２８日（日） 森林総合センター
情報交流館 鋸の話と目立て 濱氏擴、山田利幸 

12 

刈払機の構造と使用に関す
る知識 

９月２５日（日） 甫喜ヶ峰森林公園 

刈払機の点検・整備に関する
知識・作業方法 

濱氏擴、山田利幸、山岡
国男 

12 

１０月２３日（日） 物部村別府 地存え、歩道づくり、植付け 濱氏擴、山田利幸、山岡
国男 

7 



 

１１月２７日（日） 甫喜ヶ峰森林公園 チェーンソーの操作、点検、
整備 

手島寿幸、濱氏擴、山田
利幸、山岡国男 

10 

１２月２５日（日） 甫喜ヶ峰森林公園 チェーンソー・鋸を使った伐
木方法 

手島寿幸、濱氏擴、山田
利幸、山岡国男 

8 

１月２２日（日） 四国森林管理局２Ｆ
大会議室 

救急法 日本赤十字高知支部 7 

チェーンソー、手鋸を使った
総合間伐 

手島寿幸、濱氏擴、山田
利幸、山岡国男 

２月２６日（日） 甫喜ヶ峰森林公園 

閉校式 （社）高知県森と緑の会 
職員 

8 

合     計 100 

 

イ 木工クラフト指導者養成コース 

木材を使った工芸品、クラフトに関心を持つ人を対象に、県内木材クラフト業者や当

会インストラクター、クラフト作家等の指導により、県産材を用いた木工クラフトの作

り方を学び、木工クラフトを使った生活の普及を担える人材を養成するとともに、参加

者の中から「木の一日先生派遣事業」や情報交流館木工クラフト教室等でのボランティ

ア指導者として活躍できる人材の発掘・育成を図った。 

 

木工クラフト指導者養成コース   
年月日 場   所 内   容 講  師 人数 

開校式 荒尾正剛 
基本的な木工工具の使用方法と
実践１ 

川崎裕司 
５月１５日（日） 情報交流館 

木工工具の使用方法と実践２ 川崎裕司 

10 

６月１９日（日） 情報交流館 小枝で作るクラフト（動物・昆虫） 堀田幸生、荒尾正剛 10 
竹の種類と利用 荒尾正剛 
竹の食器（椀、箸、コップ） 荒尾正剛 

７月１７日（日） 情報交流館 

竹細工のいろいろ（ウグイス笛、
カッコウ笛、竹とんぼ 

堀田幸生 

10 

指導方法のコツ 堀田幸生、荒尾正剛 ７月３１日（日） 情報交流館 
夏休み親子教室（木工、クラフ
ト、竹細工）における指導技術の
習得 

堀田幸生、荒尾正剛、 
岡本忠雄 (竹とんぼ )、 
堀田幸生(クラフト)、川崎
裕司(木工) 

10 

刃物の研ぎ方実習 土佐打ち刃物伝統工芸師 ８月２８日（日） 情報交流館 

ノミ、ノコギリ、カンナの研ぎ方 手島寿幸         

10 

クラフトに使える材料と集め方 浜田和代 １０月１６日（日） 情報交流館 

木の実クラフト 手島寿幸         

10 

クリスマスリース １１月２０日（日） 情報交流館 

クリスマスクラフト 

吉川美佐 10 

ミニ門松 堀田幸生 １２月１８日（日） 情報交流館 
糸鋸で作る干支 浜田和代 

10 

ヒノキの座椅子 岡本忠雄 ２月１２日（日） 情報交流館 
閉校式 荒尾正剛 

6 

合     計 86 

 



 

ウ 森の案内人養成コース  

   森林や林業に対する理解を深め、県民に森林レクリエーション活動を豊かなものとする

アドバイザーである森の案内人として自然観察、森林教室、野外活動の３つの講座で養成

を行った。 

 

森の案内人養成コース 
年月日 場   所 内   容 講  師 人数 

開校式   
ｱｲｽﾌﾞﾚｰｷﾝｸﾞとその手法 

５月１５日(日) 甫喜ヶ峰森林公園 

五官を使ったﾈｲﾁｬｰｹﾞｰﾑ 

高知県ﾈｲﾁｬｰｹﾞｰﾑ協会
甫喜ヶ峰ﾈｲﾁｬｰｹﾞｰﾑの会 

18 

キャンプの技術実習と理論 大森義彦 
高知県キャンプ協会 
山本和男 

夜の昆虫観察 景山寛司 

６月１１日（土） 
～１２日（日） 

甫喜ヶ峰森林公園 

野外救急法の実技 高知登山情報ｾﾝﾀｰ   

25 

８月１４日（日） 甫喜ヶ峰森林公園 植物観察実習 鴻上泰 14 
道具の安全な使い方と指導
法 
小枝で作るネイチャークラフト 

竹で作るネイチャークラフト 

堀田幸生 

竹とんぼ 大坪博 

９月１１日（日） 森林総合センター 
情報交流館他 

木の実クラフト 荒尾正剛 

11 

登山の技術と楽しみ方           奥代富美 滝山長明 10 月９日（日） 白髪山登山    
植物観察 尾崎義郎 

15 

木のやさしさを知る 森昭木材社長       
田岡秀昭 

住宅相談 木と人出会い館館長  塩
田正興 

11 月 5 日（土） 甫喜ヶ峰森林公園 

森林の癒し効果・・・森林セラ
ピー 

兵庫県立大学助教授  
上原巌 

12 

冬鳥の観察 １２月１１日（日） 物部川河畔森林総
合センター 冬鳥の講話 

日本野鳥の会講師 16 

１月２２日（日） 四国森林管理局２Ｆ
大会議室 

救急法（講義・実習） 日本赤十字高知支部 8 

合     計 119 

 

３ 甫喜ヶ峰森林公園等管理事業 

木の文化県構想の普及啓発のフィールド拠点の一つとなっている甫喜ヶ峰森林公園は、

平成１４年度まででユニバーサルデザイン化を終え、１５年度より学習展示館の管理とあ

わせ、全ての人に森林を楽しんでもらうための取り組みを実施してきた。 

また、公園を管理するだけでなく、お年寄りから子ども達まで幅広く利用してもらうた

め、職員及びボランティアの研修（人権・プログラム作り）などを公園をフィールドに実

施するなど、県民の誰もが気持ちよく利用できる公園づくりも行った。 

１７年度は、ユニバーサルデザインを意識した公園利用の受け入れを促進するため、積

極的に関連団体等に積極的に働きかけた。その実践として、視覚障害者「ポレポレ山岳会」、



 

「土佐山田町社会福祉協議会のバスハイク(７０～９１歳)」の公園散策、すずめ共同作業

所のハイキング、てくとこ瀬戸(社会法人)のバスハイクなどを受け入れ、甫喜ヶ峰森林公

園をフィールドとした散策とレクチャーを行った。 

また、主催イベント「甫喜での～んびり」を１７年度から月 1回の開催に増やし、いろ

いろなメニューで開催した。甫喜ヶ峰森林公園で野外料理を楽しむ会、甫喜ヶ峰森林公園

の草花を楽しむ会、甫喜ヶ峰森林公園ネイチャーゲームの会など甫喜ヶ峰森林公園を拠点

として活動する団体が定期的に利用するようになった。保育園、幼稚園、学校の遠足など、

行事をとおしての利用はのべ６，０００人を超え、４５，０００人を超える来園者が訪れ

た。 


